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水稲酒造用新品種 `しずく媛 'の育成
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Breeding ofNew Rice Cultivar for Sake Brewery `SIZUKUHIME'

KANETOU Akihiro, TORIU Scul, AKIYAMA Tutomu, MIYOSHI Daisuke and ASAUMI Hidcki

要   旨

1999年 に愛媛県農林水産研究所において,`松 山三井 'よ リカルス培養を利用 して再分化個体を作出 し,そ の後

代より `し ず く媛 'を 育成 した。本品種は,愛媛県では晩生の酒米品種である。稗長はやや長で,草型は中間型で

ある。葉いもちにはやや弱 ,穂発芽性は難である.`松 山三井 'に 比べて,収量性はやや劣 るが,千粒重が重 く,心

自の発現率が高 く,酒 造適性に優れ る。

キーワー ド: イネ,`し ず く媛 ',酒米 ,酒 造適性 ,カ ルス培養

緒  言 材料 および方法

愛媛 県 には 48の 蔵 元 が あ り,四 国内では最 も多

い .清酒 の生産 量 も高知 県 に次 いで多 く,古 くか

ら酒 造 りの盛 ん な土地柄 で あ る.年 間 の原 料 米 の

使用 量 は 2,100t(2002年 産 )で ,そ の内酒 造好適

米 は 900t程度使 用 され てい るが ,酒 造好適米 の ほ

とん どは他 県か ら購入 され てい る。県 の主食 用奨

励 品種 で あ る `松 山三井 'は ,大粒 で酒 造適性 が

良好 な こ とか ら,近年 では愛媛 県及 び高知 県 で準

酒 造好適 米 として利 用 され てお り,純 米酒 は さっ

ぱ りと した味で品質 の良い酒 に仕 上 が る こ とか ら

蔵 元 よ り好 評 を得 てい る。 しか し,晩 生 品種 のた

め台風等気 象被 害 を受 けや す く,小粒 化 ,充 実不

良,胴 割れ 米等 が指摘 され てお り,生 産 量お よび

品質 の安 定化 が望 まれ ていた。

`し ず く媛 'は ,`松 山三井 'よ りも大粒 で心 白

の発 現率 が高 く,酒 造適性 に優 れ る品種 を 目標 に

育成 され た新 品種 で あ る.2006年 に育成 を完 了

し,2007年 よ り本 県の普通期 栽培 地帯 で栽培 され

た 。

`し ず く媛 'は `松 山三井 'よ りやや 早 い熟期 で ,

酒 造適性 が `松 山三井 'よ り優れ る酒 造 好適 米 品

種 で あ る こ とか ら,愛媛 県産酒 造用 米 の品質 向上

に寄与す る もの と考 え られ る。

`し ず く媛 'は ,図 1に 示す よ うに ,1999年 に愛

媛 県農 林水 産研 究所 で `松 山三井 'の 大粒 化 と心

自の発 生 しや す い醸 造 に適 した酒 造用 品種 の育成

を 目標 として ,`松 山三井 'の カル ス培養 よ り再分

化 した個 体 か ら育成 され た .
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図1 `しずく媛'の系譜

カル ス培養 は ,以 下の方法 で行 つた。す なわ ち ,

`松 山三井 'の 玄米 を 70%エ タノール ,2.5%ア ン

チ ホル ミン液 で殺 菌後 ,滅 菌水 で洗浄 し,カ ル ス

誘導培 地 に置床 した。16か ら20日 後 ,肥 大 した胚

盤 を取 り出 し,同 培 地 で カル ス を継 代 培 養 した .

カル ス培養 条件 は 27℃ ,暗黒 下で 28か ら 30日 間

と した。次 に,再 分化 で はカル ス誘 導 で得 られ た

*元農林水産研究所 **現愛媛県中予地方局産業経済部産業振興課



水稲酒造用新品種 `し ずく媛 'の育成

直形 2mm程度 の乳 白色カル スを再分化培地 に置床

し,置床 後 14日 で 同培地 に継 代培養 した .置床 後

28か ら35日 後 ,再 分化 した幼植 物 をメ トロ ミック

ス培 地 に移植 した 。培養 条件 は 27℃ ,18時 間 日長

で 28～ 30日 間 と した。

各培 地組 成 は次 の とお りで あ る 。

・ カ ル ス 誘 導 培 地 :N6培 地 +カ ザ ミ ノ酸

(300mg/ι )十 L… プ ロ リン (2.878mg/ι )+
2.4… D (2mg/ι )+シ ョ糖 (30g/ι )+ゲ ル ラ

イ ト (4g/Z), pH5.8.
0再 分化培 地 :MS培地 +カ ザ ミノ酸 (2g/ι )十

シ ョ糖 (30g/ι )+NAA(lmg/ι )十 カイネチ

ン (5mg/Z)+ア ガ ロー ス (8g/ι ),pH5.8.
0メ トロ ミック ス培 地 :メ トロ ミック ス 350

(65″′/バ イ オボ トル )+MS00液 (30“′/バ

イオ ボ トル ).

O MS00液 :MS+シ ョ 糖 (30g/ι ),pH5.8.

`し ず く媛 'の 諸 特性 は ,対 照 品種 の `松 山三

井 ',`山 田錦 'と 比較 して判 断 した。一般 特性 ,収

量性 ,玄 米 品質 は ,2004か ら 2006年 の 3カ 年 の

奨励 品種 決 定調 査 結 果 をま とめた 。酒 造適性 は ,

2004か ら 2005年 に 四国酒 米研 究会 に分析 依 頼

し,そ の結果 を と りま とめた。試 験醸造 は ,愛媛

県酒 造組 合 の協力 に よ り県 内の酒 造 メー カー で行

われ た。2005年 は 5社 ,2006年 は 4社 が実施 した。

奨励 品種決 定調 査 にお ける移植 時期 は 6月 15か

ら 16日 ,栽植 密度 は ,条 間 30cm,株 間 18cm,施

表1 育成経過

肥 量 (基 肥 +穂肥 )は ,奨 励 品種決 定調査 の標 準

施肥 量 と し,a当 た り窒素成分 で,0.6+0.4kgと
した。試験 規模 は 1区 面積 8.6m2で 2反 復 と した .

3.結 果 お よ び 考 察

3.1育 成経過

育成 経過 は表 1に 示す とお りであ る。1999年 に

カル ス培 養 か ら作 出 した固体 よ り,翌 年 千粒 重 が

22.5g以 上 の 7個 体 を選抜 した。これ らよ り得 られ

た種子 か ら 160個 体 を栽培 し, さらにその うち千

粒重 27g以 上 の大粒 で あつた 4個 体 を選抜 した .以

降 2001年 か ら 2003年 は系統選抜 と個体選抜 に よ

り大 粒 で 変 異 の 無 い 系 統 の選 抜 固 定 を進 め た .

2004年 以 降 は千粒重 が 27gと 大粒 で心 白発 生の良

好 だ った優 良系統 に `媛 育酒 2号 'の 系統名 を付 与

し,奨 励 品種 決 定調 査 ,酒 米 品質 の調査 を実施 し

た。2005年 か らは ,試 験醸造 ,現 地実証栽培 を実

施 し,酒 造適性 と現地適応性 を確認 して 2006年 に

育成 を完 了 した .

これ を `し ず く媛 'と 命名 し,農 林水産省 に品

種登録 (登 録番 号第 19046号 ,2010年 2月 19日

付 け)し た。出願 時 (2007年 )の 世代 は M7で あ る。

3.2-般 特性

奨励 品種決 定調査 にお ける成績 を表 2,3に ,草

姿 を写真 1に 示す 。

年次

世代

19994F 20004F

Ml

2001年

M2
2002年

M3
2003年

M4
2004年

M5

2005年      2006年

M6         M7

系統群数

供試 系統数

個体数

4

10

1

6

1

34

136

系統群数

選抜 系統数

個体数

1

31

6

4

10

備 考

カルス培
養により
再生 56個
体を作出

媛育酒 2号

表2 形態的特性

品種名 草型
t覆軍「 ふ先色

苫稗
葉 色 脱粒性

剛 柔 細太 多少 長 短

しずく媛   中間型

松山三井  偏穂重型

山田錦   偏穂重型

やや濃い

やや濃い

やや濃い

中

中

柔

難

難

中

垂

垂

垂

黄白

黄白

黄白

中    稀   極短

中   極小   短

やや細い  無    ―
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表3 生育及び収量

品種名
出穂期  成熟期  稗長

月。日  月。日  cm
穂長  穂数  倒伏程度

cm   本 /m2    0¨ 5

精玄米重  収量比

kg/a     %

しずく媛

対照)松山三井

比較)山 田錦

8.29

8.31

8。 28

10.06

10.08

10.06

19.7

20。 9

20。 8

310

304

328

0,7

0。 4

2.2

47.4

51.9

46.1

91

100

89

87

84

99

注)奨励品種決定調査 2004～ 2006年の平均値

精玄米重は粒厚 18111m以 上

山田錦は 2005～ 2006年

写真 1 `しずく媛'の草姿

`し ず く媛 'は

期 共 に 2日 早 く ,

稗長 は `松 山三

長稗 ,穂長 は lcm

型 は 中間型 に属 す

の細 太 は 中,剛 柔

`松 山三井 'に 比べ 出穂 期 ,成 熟

晩生 に属す る .

井 'に 比較 し 3cm程 度 長 くやや

程度 短 い .穂数 は同程度 で,草
る.登 熟期 の止 葉 は垂れ る。稗

は 中で あ り,耐倒 伏性 は `松 山

三井 '並 み の 中で あ る。苫 は稀 に極 短芭 を発 生 し ,

ふ先 色 と穎 色 は黄 自で脱粒性 は難 で あ る .

3.3収 量性 及 び玄米 品質

`し ず く媛 'の 収 量比 は,表 3に 示 す よ うに,3
カ年 の平均 で は 91%で ,`松 山三井 'よ りもや や
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劣 った。また ,表 4に 示す よ うに ,`し ず く媛 'の

平均 一穂 籾数 は `松 山三井 'よ りも少 な く,ポ 当

た りの籾数 も21千粒 と約 10%程 度 少 ない。登熟歩

合 は `松 山三井 '並 で あ る こ とか ら,総 籾 数 が `松

山三井 'に 比 べ少 ない こ とが収 量 が劣 る原 因 と考

え られ る。

表4 穂相と登熟歩合

粒   千粒

穂長 10cm

当たり籾数

粒

しずく媛  70
松山三井  78
山田錦   60

注)2006年奨励品種決定調査

表6 粒厚分布

表 5～ 7,写 真 2に 示す よ うに , `し ず く媛 'の

玄米 の粒 長 は 5.5mm,粒 幅 は 3.2mmで `山 田錦 '

と同等 ,`松 山三井 'よ り粒長 がわず か に長 い。粒

形 は 中 ,粒 大 は 大 で あ る 。粒 厚 分 布 は 2.0か ら

2.lmmに モ ー ドが あ り,`松 山三井 ',`山 田錦 'に

比べやや 薄 く分布 した 。千粒 重 は 26.9gで `松 山

表5 玄米形状及び心白発現率

玄 米

品種名  1穂
籾数 り糎数 穂長 登熟歩合

%

品種名
長径 mm 短径 mm 縦横比

粒形 粒大  
心白発現率

%

20

21

23

19.7

20。 9

20.8

35.5

37.3

28.8

89.3

92.4

88.4

しず く媛

松山三井

山田錦

ヒノヒカ リ

55    32
54

55

51

3.2

3.2

3.0

58

60

59

59

10.9

4.0

10.1

大

大

大

中

中

中

中

中

注)2006年奨励品種決定調査

品種・系統名
1.7mm

未満   1・
7mm～  1.8mm～  1.9mm～

2.2mm
2.Omm～  2.lmm～

  以上

しずく媛

松山三井

山田錦

0.8

0.6

0。 6

0。 9

0。 8

1.0

3.6

2.3

2.8

14。 4

7.9

5。 9

51.5

31.1

20.0

26.5

50。 1

51.2

2.2

7。 3

18.5

注)縦 目飾選別機 200g 6分 間振とう
2006年奨励品種決定調査

表 7 玄米品質
三井 'よ り 1.Og程 度 重 く,`山 田錦 'よ り 0。 3g軽

い .玄 米形 質 で は,心 自の発 現 は `山 田錦 'よ り

やや少 な く,`松 山三井 'よ り多 いが ,`山 田錦 'に

比べ ,中 心 よ りや や偏 つて発 現 した 。乳 自の発 現

は , `山 田錦 'よ りやや少 な く,`松 山三井 'よ り

多い。腹 自の発 現 は ,`松 山三井 'よ り少 な く,`山

田錦 'と 同程 度 で あ つた。玄米 の外観 品質 は `し

ず く媛 'が 中中,`松 山三井 'が 下上 ,`山 田錦 'が

割合は重量比%

千粒重 心自の
品種名   g  多 少

乳自の 腹自の 品 質

多 少 多 少 概 評

検 査

等 級

しずく媛  26.9  3.0  1.7
松山三井  25。9  2.5  1。 4

山田錦  27.2  3.5  2.0

1.3

1.8

1.3

4。 9

6.9

4.3

2.5

3.0

2.0

注)2004～ 2006年の平均値,山 田錦は 2005～ 2006年

心 白,乳 白,腹 自の多少は 0(無 )～ 5(甚 ),

品質概評は 0(上 の上)～ 9(下の下),

検査等級は 1等 (1)～ 3等 (3)で示す。

写真 2 `し ずく媛 'の 玄米
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しずく媛   6.5
松山三井   5.0
山田錦   ―

中上 と醸 造 用 玄米 としての評価 は `松 山三井 'よ

り優れ るが ,`山 田錦 'に 比べやや 劣 る 。

3.4葉 い もち抵抗性

葉 い もち抵抗性 を調 査 した結果 は ,表 8に 示 す

とお りで あ る。畑晩播 にお ける葉 い もち抵抗性検

定ではやや 弱 で `松 山三井 ',`山 田錦 'に 比べ劣 つ

た。

表8 葉いもち圃場抵抗性

2004生 F   2005年    2006左F 平均 判 定

表10 酒造適性分析結果

項  目 しずく媛 松山三井 山田錦

見かけ精米歩合        (%)
無効精米歩合        (%)
砕米率           (%)
自米水分          (%)
20分給水性         (%)
120分給水性         (%)
蒸米吸水率         (%)
学肖化性 (Brix)              (%)

消化性 (フ ォルモール態窒素) 輛′)

自米粗蛋 白質含有率      (%)
カ リウム          (ppm)

706

27
103

133

277

308

353

89
09
50
351

704

53

129

134

254

294

333

84
0.8

57

397

706

64
122

136

279

294

349

92
08
48
380

注)四国酒米研究会による分析値 2004～ 2005年 の平均

る と評価 され た .

`し ず く媛 'は `松 山三井 'に 比較 して ,吸 水性

及 び消化性 が良好 で ,粗 蛋 白質 含 有率 も低 い。試

験醸造酒 の官能評価 も良好 で あつた こ とか ら,酒
造適性 は優れ る と判 断 され る。

4.栽 培 上 の 留 意 点

`し ず く媛 'の 栽培 にあ つては酒 米 として の品種

特性 を生 かす ため に次 の点 に留意す る。

窒素施 肥 量 が多 い と,倒 伏 ,い もち病 の発 生 を

助長 す る と ともに,玄 米 蛋 白質含 有率 の増加 に よ

り酒 造 適 性 の低 下 につ な が る .総 窒 素施 肥 量 は

`松 山三井 'の a当 た り0.8kg(県 施肥基準 )よ り減

じ 0.6kgを 基 準 とす る。品種 の特性 で あ る大粒 を

維持す るた めに,栽植 密度 は 18.5株 /m2を 基 準 と

し,千粒 重 の低 下につ なが る疎植 栽培 は行 わ ない。

また ,ラ イ ス グ レー ダー の箭 目は 1,9mm以 上 とす

る。大粒 のた め胴 割 れ米 が発 生す る こ とが あ るの

で ,早 期 に落水せ ず ,や や 早 めの収 穫期 とす る .

5.命 名 の 由 来

品種 登録 用 の名 称 を県 が一般 に公募 し,H3件
の応募 の 中か ら `し ず く媛 'を 選 んだ。愛媛 の “媛 "

と,米 か らお い しい滴 が生 まれ る との意味 が込 め

られ た “しず く"を あわせ て命 名 され た。

6.摘 要

愛媛 県 に適 した酒 米 の育成 に取 り組 み ,1999年
に `松 山三井 'よ リカル ス培養 を利 用 して得 られ

た再分化個体 の後代 か ら,水 稲 品種 `し ず く媛 'を

育成 し,2007年 に品種 登録 を出願 し,2010年 に登

5.0

4.5

4.0

7.0

6.0

6.0

6.2  やや弱

5.2    中

50    中

コシヒカリ  6.0
ヒノヒカリ  6.5
黄金錦   3.0

7.0

50

3.5

7.5

7.0

3.0

6.8       弓弓

6.2  やや弱

3.2   強

注)葉いもち検定 :畑晩播圃場で検定 自然発病
表中の数字は発病程度は0(無発病)～ 10(全葉枯死)を示す

3.5穂 発芽抵抗性

穂 発 芽抵 抗性 を調査 した結果 は ,表 9に 示す と

お りであ る。穂発 芽抵抗性 は `松 山三井 ',`山 田

錦 'よ り強 く,や や難 で あった。

表9 穂発芽性

品種名
4日 目

判定

7日 目

判定

総合

判定

しずく媛

松山三井

山田錦

コシヒカリ

日本晴

やや難

やや難

中

難

中

やや難   やや難

中     中

易     易

難     難

易     易

注)2006年奨励品種決定調査

3.6酒 造適性

表 10に `し ず く媛 'の 酒 造適性 分析結果 を示す 。

`松 山三井 ',`山 田錦 'に 比較 して ,`し ず く媛 'は

無効精 米歩合 が低 く,砕米 率が低 い。吸水性 の項

目では ,20分 後 の吸水 率が `松 山三井 'よ り高 く ,

`山 田錦 '並 み に吸水 率 が高 い .消 化性 の項 目で

は ,Brix度 (直 接還元糖 )が `松 山三井 'よ り高

く,`山 田錦 'よ りやや低 い値 を示 し,フ ォル モー

ル態 窒 素 は ,`松 山三井 ',`山 田錦 'と 同程度 で

あつた .ま た ,`松 山三井 'に 比べ ,自 米粗 蛋 白質

含有率 は低 く,`山 田錦 'よ りやや 高 い .カ リウム

含 量 は ,`松 山三井 ',`山 田錦 'に 比べ ,や や低 い

値 で あった 。愛媛 県酒 造組 合 に よる試 験 醸 造酒 の

官能評価 で は,旨 み が あ り,や わ らか い酒 質 で あ
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Abstract
A new rice cultivar for sake brewery'SIZUKUHIME'. 'SIZUKUHIME'was regenerated

callus derived from scutellum on 'MATUYAMAMII'and released in 2007.

Character of 'SIZUKUHIME ' are as follows. It is a late maturing and non-glutinous
rice cultivar. It has a slightly long culms. Resistance to lodging is medium. The plant

is an intermediate type. Field resistance to leaf blast is slightly weak. Viviparity is

difficult. It has medium yielding ability and its yielding ability is lower than

'MATUYAMAMII'. Its grain size is large and 1000 kernel weight is higher than

'MATUYAMAMII'. The water absorption and digestive characteristics of the polished

rice are higher than those of 'MATUYAMAMII', and its brewed sake is superior on the

sensory test. This new rice cultivar is adapted at fertile areas in Ehime prefecture except

highland.

Key words : rice,SIZUKUHIME,rice cultivar for sake brewery,callus culture
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